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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 

温室栽培ではコナジラミ類、ハモグリバエ類、アザミウマ類などの海外から侵入し

た殺虫剤抵抗性の微小害虫が問題となっている。このうち、コナジラミ類（オンシツ

コナジラミ、タバココナジラミ）は吸汁による生育阻害ばかりでなく、ウイルス病を

媒介することからとくに重要であることが明らかとなった。そこで、コナジラミ類の

侵入防止策として強制換気システムを検討した。併せて、コナジラミ類が温室内に侵

入してしまったことを想定して、寄生蜂による生物的防除法を検討した。主要な成果

は次のとおりである。 
 まず、主要な温室栽培作物（トマト、メロン、イチゴ、トルコギキョウ、およびポ

インセチア）において害虫の実態調査を行った。その結果、タバココナジラミバイオ

タイプＢ（以下、バイオタイプＢ）が高頻度で確認された。また、バイオタイプＢの

トマト黄化葉巻ウイルス（TYLCV）保毒率は 56～100％と極めて高かったことから、

いったん温室内に侵入してしまうと TYLCV が蔓延してしまうことが予想された。以

上の結果から、コナジラミ対策の基本は温室内に侵入させないこと考えられた。また、

侵入してしまった場合の対策も必要と考えられた。 
 まず、侵入防止策について検討した。温室栽培では防虫ネットが展張されているが、

これまで用いられてきた 1 mm 目合の防虫ネットではコナジラミ類の通過を阻止でき

ないことか判明した。そこで、コナジラミ類が通過できない目合を検討したところ、

0.38 mm 以下であれば通過できないことが明らかとなった。ただし、目合を小さくす

ればするほど温室内の換気効率は低下してしまう。そこで、昇温抑制対策として開発

された強制換気システムの利用を検討した。その結果、強制換気温室ではコナジラミ

類の侵入がわずかに認められたものの、TYLCV の病徴はまったく観察されなくなっ

た。さらに、温室内の気温は自然換気温室に比べ 2～3 ℃低く保たれており、昇温抑

制効果も確認された。 



 つぎに、温室内にコナジラミ類が侵入してしまったことを想定して、寄生蜂による

生物的防除法を検討した。生物農薬として登録されている３種寄生蜂（オンシツツヤ

コバチ、サバクツヤコバチ、およびチチュウカイツヤコバチ）のバイオタイプＢに対

する防除効果を比較したところ、いずれの寄生蜂もよく寄生したが、なかでもチチュ

ウカイツヤコバチはコナジラミ類の若齢幼虫に広く寄生するうえ、産卵数も多かった

ことから最も有望と考えられた。ただし、各寄生蜂の防除効果は季節によって異なり、

また選好するコナジラミ幼虫の齢期も異なった。このため、各寄生蜂の同時放飼ある

いは併用が想定された。この場合、寄生蜂の寄生率を把握することも必要となる。そ

こで、３種寄生蜂を識別するためのマルチプレックス PCR 法を新たに開発した。 
 温室栽培ではコナジラミ類以外にも多種類の害虫が発生することから、殺虫剤の使

用は避けられない。そこで、殺虫剤（24 剤）と微生物農薬（ボーベリア剤、イザリア

剤、レカニシリウム剤）の寄生蜂に対する影響を検討した。その結果、寄生蜂に影響

の小さい殺虫剤として IGR 剤、ピメトロジン剤、BT 剤などが選定された。一方、ネ

オニコチノイド剤は影響が大きいことが明らかになった。微生物農薬はいずれも寄生

蜂の成虫に感染し、ボーベリア剤は寄生蜂の羽化率を低下させることが明らかになっ

た。影響の小さかった剤は寄生蜂と併用できると考えられた。 
 以上のことから、防虫ネット（市販の目合 0.4 mm）を展張した強制換気システム

はコナジラミ類の侵入防止と昇温抑制を兼ね備えた優れた温室構造と考えられる。温

室内に侵入してしまったコナジラミ類に対しては、寄生蜂と殺虫剤を組み合わせた防

除法が有効と考えられる。強制換気システムを防除技術の中心に据えたうえで、必要

に応じて生物的防除法と化学的防除法を組み合わせる防除体系を新しい IPM として

提案したい。 
 

審 査 結 果 の 要 旨 
 

本研究は，温室栽培トマトの重要害虫であるコナジラミ類を対象として，侵入防止

策（強制換気システム）と生物的防除技術（寄生蜂）を組み合わせた新しい IPM を提

案したものである。主要な成果は次の通りである。 

はじめに、従来型の温室栽培が抱える問題点を掘り起こした。温室栽培で問題とな

る主要な害虫はコナジラミ類、アザミウマ類、ハモグリバエ類などであった。いずれ

の害虫も微小であることから、温室に設置されている防虫ネット（1 mm 目合）をすり

抜けてしまうことが判明した。とりわけ、タバココナジラミバイオタイプ B はウイル

ス（TYLCV）の保毒率が極めて高く、少数の個体が温室内に侵入しただけで大きな被害

を与えた。以上の実験結果から、温室栽培における害虫対策には以下の二つの視点が

とくに重要と考えられた。ひとつは害虫が侵入しにくい温室構造、もうひとつは侵入

してしまった害虫に対する対策である。 

温室構造については、まず防虫ネットの目合を検討した。その結果、前述の微小害

虫は 0.38 mm 目合の防虫ネットを通過できないことがわかった。しかし、目合を細か



くすればするほど換気効率が低下して温室内の気温は上昇してしまう。そこで、近年、

高温対策として開発された強制換気システム（風速 1～2 m/秒）を温室構造の基幹技

術として採用した。強制換気システムを導入した温室に防虫ネット（目合 0.4 mm）を

設置したところ、温室内気温の上昇は抑制されるとともに、TYLCV の発生も認められ

なくなった。ただし、コナジラミ類がごくわずかに発生した。 

つぎに、温室内にコナジラミ類が侵入してしまったことを想定して、寄生蜂による

生物的防除法を検討した。生物農薬として市販されている３種寄生蜂（オンシツツヤ

コバチ、サバクツヤコバチおよびチチュウカイツヤコバチ）を供試して、タバココナ

ジラミバイオタイプ B に対する防除効果を比較・検討した結果、チチュウカイツヤコ

バチが最も有望とみられた。ただし、各寄生蜂の防除効果は季節によって異なり、ま

た選好するコナジラミ幼虫の齢期も異なったことから、今後、３種寄生蜂の同時放飼

あるいは併用も想定された。そこで、３種寄生蜂を迅速かつ簡便に識別するマルチプ

レックス PCR 法を新たに開発した。 

トマトにはコナジラミ類以外にも数多くの害虫種が寄生することから、殺虫剤の使

用は免れない。そこで、前述の寄生蜂に対する殺虫剤の影響を検討した。その結果、

IGR 剤、BT 剤、ピメトロジン剤などは影響が小さく、ネオニコチノイド剤は影響が大

きいことが明らかとなった。一方、微生物殺虫剤（ボーベリア剤、レカニシリウム剤、

イザリア剤）については、いずれも寄生蜂の成虫に感染し、またボーベリア剤はマミ

ーからの寄生蜂の羽化率を大きく低下させることがわかった。影響の小さかった殺虫

剤については寄生蜂と併用できると考えられた。 

以上のとおり、防虫ネット（目合 0.4 mm）を設置した強制換気温室はコナジラミ類

の侵入防止と高温抑制を兼ね備えた優れた温室構造と考えられた。また、温室内に侵

入してしまったコナジラミ類に対しては寄生蜂あるいは寄生蜂と殺虫剤の併用が有効

と考えられる。強制換気システムを基幹技術に据えたうえで、必要に応じて生物的防

除法と化学的防除法を組み合わせる防除体系を新しい IPM として提案したい。 

 

以上について、平成 29年 1 月 20 日に審査委員会を開き、審査委員全員一致で本論

文が岐阜大学大学院連合農学研究科の学位論文として十分価値あるものと認めた。 
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